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ム状に配列したハニカムリン酸三カルシウム(Honeycomb Tricalcium phosphate : hTCP)を開発し、
硬組織形成に取り組んできた。我々は既に、hTCP の貫通孔孔径と BMP-2 含有量を変化させること
で、骨・軟骨組織の特異的誘導に成功している。この研究では、孔径 75μm の hTCP に BMP-2 を
125ngを含浸させた試料をラット大腿部筋中に移植した場合、hTCP孔内に軟骨組織形成、孔径 300、








特異的に軟骨組織を誘導する孔径 75μm の hTCP に BMP-2 を 125ng を含浸させた試料（以下
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